
Shauli Einav Quartet
[Profile]
Shauli Einav  シャウリ・エイナブ ： tenor sax

1982 年生まれ、イスラエル出身。

4歳でバイオリンを始め、13歳の時にサックスに転向し、エルサレムやテルアビブを拠点として演奏を始める。

1998 年に、イスラエルに移住したニュースクールのジャズプログラム設立者でサックス奏者のアーニー・ローレンス ( イスラエル

で International Center for Creative Music(ICCM) を設立 ) に見いだされる。エルサレム音楽大学で学士号を得た後、ニューヨーク

にある名門イーストマン音楽学校にて修士号を取得し、ASCAP から Young  Composer Awards と Billy Joel Scholarship、イスラエ

ル・アメリカ文化基金からそれぞれ奨学金を獲得する。ニューヨークでは Aaron Goldberg, Avishai Cohen, Don Friedman, Eliot 

Zigmund, Dan Tepfer, Omer Avital, Johnathan Blake, Joseph Lepore, Shai Maestro, Walt Weiskopf, Frank Gambale, Dave Liebman, 

Gilad Hekselman, Andy Hunter, Quincy Davies, Marshall Gilkes 等多くのミュージシャンと共演し Jazz クラブでも自己のバンドで

精力的に活動する他 Sudtirol Jazzfest、Rochester Jazz festival 、Venice Jazz Festival 等の国際的なジャズ・フェスにも出演を果たす。

” fresh and original voice" (JazzTimes)  " 全てを満たした音楽家であり、大胆で深い彼の楽曲を奏でるソプラノとテナーは見事に豊

かな音色で、超絶技巧のソリストでもある。" (All About Jazz NY) と多くのジャズの批評家に称賛される。

Paul Lay ポール・レイ : piano
フランス Jazz ピアノ界の巨匠 “Martial Solal マーシャル・ソラール” が「素晴らしいハーモニーの創造性、多様な奏法、これ以上

なく興味深い作曲力、そして Jazz の歴史への深い学識はもちろんのこと、Paul Lay が持つ全てが、持続的なキャリアを形成し

すぐに頂点へと駆け上がる」と称賛しているフランスの若手ピアニスト。

これまで、国内外にわたって数々の大会にて受賞歴を持ち、2005 年モスクワ国際 Jazz ピアノコンテスト、2006 年マーシャル・

ソラール国際 azz ピアノコンテスト、2007 年モントルー Jazz ピアノコンテストなどで優勝。

自身が率いるリーダーバンドはもちろんソロコンサートなど、フランス国内にとどまることなく国外でも活動を展開。

近年では、彼のプロジェクトである” ミカド” カルテットとして、Duc des Lombards や Sunside といったパリの人気 Jazz クラブ

への出演、North Sea Jazz フェスティバルや Radio France Montpellier フェスティバル等、各地のフェスへの出演を果たしている。

Florent Nisse フローレンス・ニッセ  ： bass
   1983 年、フランスの Colmar 生まれ。

6歳からコントラバスの演奏を始める。

2002 年、エンジニアリングの学校へ通うために Lyon へと引っ越す。工学や科学を勉強していた間も、決して音楽を学ぶことを止める

ことなく、2007 年にはついに、メカニクス／クラシック音楽／ジャズ音楽の３つの学位を取得する。

その頃、積極的な動きを見せていた Lyon の Jazz シーンにおいて、科学の道を止めて音楽家としての活動に専念する。

2008 年、パリ音楽院へ入学し Riccardo Del Fra に師事し 2011 年に卒業。卒業後はすぐに新進気鋭の音楽家として頭角をあらわす。

パリでは、David Enhco Quartet や Fred Borey Quintet、Thomas Enhco Trio など若手バンドのメンバーとしての活動の他、Shauli Einav

や Flash Pig との共演、さらには Logan Richardson Quintet、Yaron Herman Quartet、Didier Lockwood、Stéphane Guillaume Quintet、

Manu Codjia、Louis Moutin、Emile Parisien らとの共演も果たす。

2012 年からは自身のリーダーバンドでのプロジェクトをスタートさせ、2014 年に初となる自身のリーダーアルバムをリリース予定。

Gautier Garrigue ゴーティエ・ガリーグ：  drums　　

   フランスの東ピレネー地方ペルピニャンで生まれ育つ。

地元の音楽院にてドラムとギターを学ぶ。

卒業後、プロとしてのキャリアを研鑽するため 2007 年に拠点をパリへ移す。

それ以降、フランスの Jazz シーンにおいて多忙なドラマーの一人として、Yaron Herman トリオ、Chris Cheek、Rick Margitza、

Emile Parisien、Ben van Gelder、Jakob Bro、Logan Richardson、Laurent Coq、Eric Legnini、Thomas Enhco、Franck Amsallem、

Cyrille Aimée、Manu Codjia そして Emmanuel Bex らとの共演を重ねる。Gautier は、その後もNorth Sea Jazz Festival や

Venezia Jazz Festival、Jazz à Vienne といった海外の Jazz フェスティバルへの出演を果たし、今後の活躍からも目が離せない

ドラマーの一人である。

2011 年、Plus Loin Music より発売されたデビュー作「Opus One」はダウンビート誌より「スマートな演奏に、軽快でかつ刺激的な Jazz アルバムだ！」と絶賛を得ている。

2013 年、Posi-Tone Records からドン・フリードマン、エリオット・ジグモンド等と、Cristal Records では Paul Lay(p)、Andy Hunter(tb)、Louis Moutin(ds) が参加した

new European/American quintet のレコーディングを行いメンバーの全く違う２枚の CDをリリースする。

現在、パリを中心にヨーロッパ、アメリカと活躍の場を拡げている。

2014 年 11 月には、” ミカド” カルテットは、Charles Cros Academy の権威ある賞として、2014 年度のインターナショナル ベスト Jazz アバムに選出された


